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1 この論文は政策討議と包括的文献収集を含む２つの大きなプロジェクトに拠っている(RPA 2007; OECD 
2006)。 
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2 国民国家よりも下位のスケイリングの欠点についての明解な検討として National Academy of Sciences 
の 2003年の報告書を参照せよ。また、一般的には OECD 2006も要参照。 
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3 企業の操業工程チェーンの様々なセグメントの「地域分散化」だけでなく、様々な商品チェーンのセグメ
ントをもっと地域分散化する提案がありうる。たとえば、Gereffi et al. 2005を参照。 
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4 たとえば、Global Networks (2010) の特別号を参照。 
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向があることである（Sassen 2001: ch 5）。他方、広範な先進的産業に属する企業が高密度地
域を選好することによって集積の経済の存在が示されているが、その性格は変化してきている




































































                                                          
8 この空間的レンズも、企業と市場に関する通常の見方（たとえば Ernst 2005を参照）とは区別される。 
9 この主題を十全に展開したものとして Sassen 2008b: chs. 5 and 7; 2001 (op. cit.) を参照されたい。 
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10 技術のロジックを妨げる経済的・金融的ロジック、あるいはユーザーの文化的・政治的ロジックについ
ては Sassen 2008b: ch 7を参照。 
11 今日の多国籍企業は世界全体で 100 万以上の支社を有している。この支社もグローバルな操業の一つの
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13 リサーチ・グループのメンバーは、Professor Fan Gang, Director, National Economic Research 
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Dr. Michael Goldberg, Professor Emeritus, Sauder School of Business, University of British Columbia、
Professor William Lever, Emeritus Professor of Urban Studies, University of Glasgow、Professor 
Maurice D. Levi, Chair of Bank of Montreal, Professor of International Finance, University of British 
Columbia; Dr. Anthony Pellegrini, Partner/Director of the Urban and Infrastructure Policy and 
Finance Practice, Centennial Group, Washington, DC、Professor Peter J. Taylor, Co-Director, 
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第 1表 選択された指標によるトップ３０都市, 2008年 
  
順位 GCOC インデックス 14 指標１: 政治的・法的枠組み 指標３:ビジネスのしやすさ 指標５：ビジネス・センター 
1 ロンドン ストックホルム シンガポール 香港 
2 ニューヨーク シンガポール 香港 ロンドン 
3 東京 コペンハーゲン ロンドン シンガポール 
4 シンガポール ニューヨーク トロント 上海 
5 シカゴ シカゴ ニューヨーク ドバイ 
6 香港 フィラデルフィア ダブリン 東京 
7 パリ ロサンゼルス エディンバラ パリ 
8 フランクフルト ボストン バンクーバー ニューヨーク 
9 ソウル アトランタ モントリオール アムステルダム 
10 アムステルダム マイアミ シカゴ ソウル 
11 マドリッド サンフランシスコ サンフランシスコ フランクフルト 
12 シドニー ヒューストン シドニー ロサンゼルス 
13 トロント ダラス ロサンゼルス バンコク 
14 コペンハーゲン ワシントン D.C. ボストン シカゴ 
15 チューリヒ チューリヒ ワシントン D.C. マイアミ 
16 ストックホルム ジュネーブ コペンハーゲン 台北 
17 ロサンゼルス トロント アトランタ マドリッド 
18 フィラデルフィア モントリオール マイアミ ミラノ 
19 大阪 バンクーバー メルボルン 北京 
20 ミラノ フランクフルト ダラス アトランタ 
21 ボストン ベルリン 東京 トロント 
22 台北 ミュンヘン ブリュッセル 大阪 
23 ベルリン ハンブルク ヒューストン ダラス 
24 上海 デュッセルドルフ フィラデルフィア シドニー 
25 アトランタ ウィーン ベルリン 深圳 
26 ウィーン ロンドン アムステルダム サンパウロ 
27 ミュンヘン エディンバラ ストックホルム イスタンブール 
28 サンフランシスコ アムステルダム ミュンヘン モスクワ 
29 マイアミ 東京 ウィーン バルセロナ 









ワシントン, DC (41) 
ボストン (49) 
                                                          
14 すべての指標の集計値。 
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第 2表（第１部） 選択された指標およびサブ指標によるトップ３０都市 15 
  
                                                          
15 出所：第１表参照。 
16 この指標は以前のサブ指標以上のものから成り立っている。 
順位 GCOC インデックス ライセンスの取引 財産登記 国境を超えた取引 政治的・法的枠組み16 生活の質 基礎的サービス 
1 ロンドン コペンハーゲン リヤド シンガポール ストックホルム ロサンゼルス シンガポール 
2 ニューヨーク ソウル ストックホルム コペンハーゲン コペンハーゲン シドニー コペンハーゲン 
3 東京 ストックホルム ニューヨーク 香港 シンガポール サンフランシスコ ミュンヘン 
4 シンガポール シンガポール シカゴ ストックホルム アトランタ メルボルン フランクフルト 
5 シカゴ フランクフルト フィラデルフィア フランクフルト ボストン ロンドン バンクーバー 
6 香港 ベルリン ロサンゼルス ベルリン ワシントン D.C. ニューヨーク デュッセルドルフ 
7 パリ ミュンヘン ボストン ミュンヘン シカゴ パリ 東京 
8 フランクフルト ハンブルク アトランタ ハンブルク ヒューストン ミラノ チューリヒ 
9 ソウル デュッセルドルフ マイアミ デュッセルドルフ ロサンゼルス ローマ ストックホルム 
10 アムステルダム トロント サンフランシスコ テルアビブ マイアミ ボストン ウィーン 
11 マドリッド モントリオール ヒューストン ウィーン ニューヨーク ベルリン ロンドン 
12 シドニー バンクーバー ダラス アムステルダム サンフランシスコ ワシントン D.C. 大阪 
13 トロント ニューヨーク ワシントン D.C. ニューヨーク モントリオール バンクーバー モントリオール 
14 コペンハーゲン シカゴ チューリヒ シカゴ トロント 東京 ダラス 
15 チューリヒ フィラデルフィア ジュネーブ フィラデルフィア バンクーバー シカゴ パリ 
16 ストックホルム ロサンゼルス ドバイ ロサンゼルス ベルリン ウィーン シドニー 
17 ロサンゼルス ボストン シンガポール ボストン フランクフルト ダラス トロント 
18 フィラデルフィア アトランタ ロンドン アトランタ ミュンヘン デュッセルドルフ アトランタ 
19 大阪 マイアミ エディンバラ マイアミ ロンドン ヨハネスブルク ハンブルク 
20 ミラノ サンフランシスコ バンコク サンフランシスコ 東京 フランクフルト アムステルダム 
21 ボストン ヒューストン アムステルダム ヒューストン チューリヒ トロント フィラデルフィア 
22 台北 ダラス トロント ダラス ジュネーブ アトランタ ボストン 
23 ベルリン ワシントン D.C. モントリオール ワシントン D.C. ウィーン マイアミ ブリュッセル 
24 上海 メキシコシティ バンクーバー ソウル メルボルン ブリュッセル ワシントン D.C. 
25 アトランタ バンコク サンチアゴ ダブリン シドニー アムステルダム ジュネーブ 
26 ウィーン パリ コペンハーゲン 東京 アムステルダム フィラデルフィア メルボルン 
27 ミュンヘン ダブリン イスタンブール 大阪 バルセロナ 大阪 ニューヨーク 
28 サンフランシスコ チューリヒ モスクワ トロント マドリッド ミュンヘン シカゴ 
29 マイアミ ジュネーブ セントペテルスブルク モントリオール ダブリン ヒューストン ベルリン 





ワシントン, DC (36) 
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第２表（第２部） 選択された指標およびサブ指標によるトップ３０都市 
  
                                                          
17 この指標は以前のサブ指標以上のものから成り立っている。 
順位 銀行サービス 投資家保護 法人税負担 契約履行 ビジネスのしやすさ17 金融サービスのネットワーク：銀行/金融サービス会社 ビジネスの開始 
1 ロンドン シンガポール シンガポール シンガポール シンガポール ロンドン シドニー 
2 ニューヨーク 香港 香港 香港 香港 ニューヨーク メルボルン 
3 シンガポール クアラルンウール ドバイ ウィーン ロンドン 東京 トロント 
4 香港 ニューヨーク リヤド シドニー トロント 香港 モントリオール 
5 パリ シカゴ ダブリン メルボルン ニューヨーク フランクフルト バンクーバー 
6 フランクフルト フィラデルフィア ロンドン ニューヨーク ダブリン シンガポール ダブリン 
7 アムステルダム ロサンゼルス エディンバラ シカゴ エディンバラ パリ ブリュッセル 
8 マドリッド ボストン コペンハーゲン フィラデルフィア バンクーバー 上海 シンガポール 
9 コペンハーゲン アトランタ サンチアゴ ロサンゼルス モントリオール ミラノ パリ 
10 チューリヒ マイアミ ストックホルム ボストン シカゴ マドリッド ストックホルム 
11 ストックホルム サンフランシスコ トロント アトランタ サンフランシスコ アムステルダム ニューヨーク 
12 ベルリン ヒューストン モントリオール マイアミ シドニー サンパウロ シカゴ 
13 ミュンヘン ダラス バンクーバー サンフランシスコ ロサンゼルス ソウル フィラデルフィア 
14 ウィーン ワシントン D.C. アムステルダム ヒューストン ボストン モスクワ ロサンゼルス 
15 ダブリン テルアビブ ヨハネスブルク ダラス ワシントン D.C. 北京 ボストン 
16 ブリュッセル トロント チューリヒ ワシントン D.C. コペンハーゲン シドニー アトランタ 
17 ハンブルク モントリオール ジュネーブ ソウル アトランタ チューリヒ マイアミ 
18 バルセロナ バンクーバー リスボン パリ マイアミ シカゴ サンフランシスコ 
19 デュッセルドルフ ダブリン ベイルート ダブリン メルボルン ムンバイ ヒューストン 
20 ジュネーブ ヨハネスブルク シドニー ウダペスト ダラス クアラルンプール ダラス 
21 ドバイ ロンドン メルボルン 東京 東京 メキシコシティ ワシントン D.C. 
22 エディンバラ エディンバラ ニューヨーク 大阪 ブリュッセル ジャカルタ 香港 
23 東京 東京 シカゴ ブリュッセル ヒューストン ブリュッセル コペンハーゲン 
24 シドニー 大阪 フィラデルフィア フランクフルト フィラデルフィア バンコク ロンドン 
25 トロント ブリュッセル ロサンゼルス ベルリン ベルリン ジュネーブ エディンバラ 
26 ロサンゼルス コペンハーゲン ボストン ミュンヘン アムステルダム イスタンブール チューリヒ 
27 大阪 ボゴタ アトランタ ハンブルク ストックホルム ミュンヘン ジュネーブ 
28 ミラノ リスボン マイアミ デュッセルドルフ ミュンヘン ワルシャワ テルアビブ 
29 モントリオール ムンバイ サンフランシスコ モスクワ ウィーン トロント リスボン 
30 ダラス サンチアゴ ヒューストン セントペテルスブルク 大阪 ロサンゼルス アムステルダム 
その他の米国都市（順位） 
-- 








 ダラス (31) 
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第２表（第３部） 選択された指標およびサブ指標によるトップ３０都市 
 
                                                          
18 この指標は以前のサブ指標以上のものから成り立っている。 
順位 ワーカーの雇用 ビジネスの閉鎖 航空旅客輸送 航空貨物輸送 コンベンション/ 展覧会/ 会合 商用不動産開発 ビジネスセンター18 
1 ニューヨーク シンガポール ロンドン 香港 ロンドン 香港 香港 
2 シカゴ 東京 シカゴ 東京 パリ ニューヨーク ロンドン 
3 フィラデルフィア 大阪 アトランタ 上海 ベルリン シンガポール シンガポール 
4 ロサンゼルス トロント パリ ソウル ウィーン サンパウロ 上海 
5 ボストン モントリオール 東京 フランクフルト シンガポール トロント ドバイ 
6 アトランタ バンクーバー ダラス パリ 香港 ブエノスアイレス 東京 
7 マイアミ コペンハーゲン ニューヨーク マイアミ プラハ バンクーバー パリ 
8 サンフランシスコ アムステルダム ヒューストン シンガポール ニューヨーク ドバイ ニューヨーク 
9 ヒューストン ブリュッセル ロサンゼルス ロサンゼルス イスタンブール ミラノ アムステルダム 
10 ダラス ダブリン フランクフルト ロンドン ミュンヘン リオデジャネイロ ソウル 
11 ワシントン D.C. ロンドン ワシントン D.C. ドバイ 上海 ソウル フランクフルト 
12 シンガポール エディンバラ マドリッド アムステルダム バルセロナ テルアビブ ロサンゼルス 
13 コペンハーゲン ソウル 上海 台北 ドバイ 東京 バンコク 
14 シドニー 台北 アムステルダム ニューヨーク ソウル マイアミ シカゴ 
15 メルボルン シドニー 北京 シカゴ マドリッド 大阪 マイアミ 
16 香港 メルボルン モスクワ バンコク 東京 バンガロール 台北 
17 トロント 香港 ミラノ 北京 バンコク マドリッド マドリッド 
18 モントリオール ニューヨーク トロント 大阪 モスクワ カラカス ミラノ 
19 バンクーバー シカゴ フィラデルフィア ブリュッセル サンパウロ イスタンブール 北京 
20 ロンドン フィラデルフィア ローマ ダラス 北京 モスクワ アトランタ 
21 エディンバラ ロサンゼルス ソウル アトランタ ミラノ 深圳 トロント 
22 東京 ボストン 香港 クアラルンプール ブダペスト クアラルンプール 大阪 
23 大阪 アトランタ ミュンヘン ミラノ シカゴ サンチアゴ ダラス 
24 ダブリン マイアミ サンパウロ シドニー エディンバラ セントペテルスブルク シドニー 
25 チューリヒ サンフランシスコ サンフランシスコ 深圳 サンフランシスコ モントリオール 深圳 
26 ジュネーブ ヒューストン マイアミ ボゴタ ブリュッセル アムステルダム サンパウロ 
27 クアラルンプール ダラス バルセロナ サンフランシスコ アムステルダム シカゴ イスタンブール 
28 バンコク ワシントン D.C. ボストン フィラデルフィア セントペテルスブルク ロンドン モスクワ 
29 リヤド ストックホルム バンコク ムンバイ シドニー サンフランシスコ バルセロナ 
30 サンチアゴ マドリッド メキシコシティ サンパウロ ダブリン 上海 ヒューストン 
その他の米国都市（順位） 
--    
ヒューストン (34) 
























































                                                          
19 どのような種類のモビリティにも特化したサービスがまとわりつくので、このネットワーク・システム
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厚意に感謝します。] 
